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全
医
労
は
昨
年
3
月
9
日
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
続
き
、今
年
も「
前
進
回
答
が

な
け
れ
ば
ス
ト
ラ
イ
キ
も
辞
さ
ず
」と
い
う
姿
勢
で
2
月
29
日
の
賃
金
交
渉
に

の
ぞ
み
ま
し
た
。機
構
本
部
か
ら
２
次
回
答
を
引
き
出
し
た
の
は
全
医
労
が
団

結
し
て
追
及
し
た
成
果
で
す
。機
構
の
態
度
を
変
え
さ
せ
、今
回
は
、24
年
４
月

か
ら
平
均
2・9%

、８
３
２
４
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
翌
３
月
１
日
に
は
、各
支
部・地
区・地
方
協
は
病
院
前
や
駅
前
で
の
行
動

や
デ
モ
行
進
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。行
動
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
臨
ん
だ

こ
と
で
賃
上
げ
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
や
、国
立
病
院
の
人
員
不
足
、過
酷
な
職

場
環
境
の
実
態
を
地
域
に
訴
え
ま
し
た
。そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
、新
聞
、ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
中
堅
や
ベ
テ
ラ
ン
で
も
5
0
0
0
円
以
上
も
上
が
る
の
は
う

れ
し
い
！
」「
こ
の
賃
上
げ
は
賞
与
に
も
退
職
金
に
も
反
映
さ
れ
る

ん
だ
よ
ね
！
」と
喜
び
の
声
も
届
い
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、今
回
、

勝
ち
取
れ
な
か
っ
た
非
常
勤
職
員
の
経
験
加
算
制
度
の
実
現
を

は
じ
め
、働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
国
立
病
院
の
機
能
強
化
を

求
め
る
国
会
請
願
署
名
」
の
採

択
を
め
ざ
し
、３
月
７
日・８
日
、

地
方
協
代
表
・
本
部
含
め
32
人

が
参
加
し
て
国
会
議
員
要
請
行

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
行
動
で
衆
参
の
厚

生
労
働
委
員
会
・
内
閣
委
員
会

の
議
員
を
中
心
に
、
２
５
０
人

の
議
員
へ
要
請
し
、
こ
れ
ま
で
に

85
人
（
４
月
１9
日
時
点
）
か
ら

紹
介
議
員
の
承
諾
を
得
ま
し
た
。

　
四
国
地
方
協
代
表
で
参
加
し

た
療
養
介
助
専
門
員
２
人
は
、

「
人
員
確
保
や
専
門
性
の
あ
る

業
務
の
確
立
、
処
遇
改
善
等
を

国
や
機
構
に
働
き
か
け
て
ほ
し

い
」
と
求
め
た
の
に
対
し
、
中

谷
元
衆
院
議
員
（
自
民
・
高
知

１
、元
防
衛
大
臣
）
か
ら
は
「
療

養
介
助
職
の
在
り
方
・
運
用
な

ど
国
に
働
き
か
け
て
い
く
」
と

反
応
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
。

　
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
に

は
、
２
人
の
議
員
が
出
席
。
宮

本
徹
衆
院
議
員
（
共
産
・
比
例

東
京
）
か
ら
は
、「
人
員
不
足

の
深
刻
さ
を
改
め
て
認
識
。
人

材
の
確
保
・
定
着
が
最
優
先
課

題
。
国
立
病
院
機
構
が
担
う
役

割
が
果
た
せ
る
、
平
時
か
ら
の

ゆ
と
り
あ
る
人
員
配
置
に
向
け

財
政
補
償
の
確
立
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」。
吉
田
統
彦
衆
院
議

員
（
立
憲
・
比
例
東
海
）
か
ら

は
「
余
裕
あ
る
体
制
に
は
処
遇

改
善
が
必
要
。
公
立
・
公
的
病

院
を
守
る
こ
と
は
日
本
の
医
療

を
守
る
こ
と
と
同
じ
」
と
力
強

い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
４
月
３
日
に
は
、
衆
議
院
厚

生
労
働
委
員
会
で
、
国
民
民
主

党
の
田
中
健
議
員（
比
例
東
海
）

が
３
月
の
国
会
議
員
要
請
行
動

を
う
け
、
国
立
病
院
問
題
で
質

問
に
立
ち
、「
低
賃
金
と
人
員

不
足
解
消
の
た
め
国
か
ら
の
支

援
を
強
化
す
べ
き
」
と
政
府
を

追
及
し
ま
し
た
。

平均
2.9%
8,324円

四国地方協は高松市に集まって

岩国医療セン
ター前で

福岡地区は

九州医療セン
ター前で

東北地方協は仙台駅前で

静岡地区は静岡医療センター前で

平
時
か
ら
ゆ
と
り
あ
る
人
員
配
置
を

衆
参
85
人
が
紹
介
議
員
に

大
運
動
署
名

　ハンセン病療養所は現在、国家公務員の定
員合理化（削減）計画によって毎年職員定数が
削減されています。
　次期削減計画が今年度中にも閣議決定さ
れようとしている中で全医労は、統一交渉団
（全療協、全原協、全弁連）とともに、職員削減
に歯止めをかけるための国会対策をすすめて
います。
　３月18日には、２つの国会議員懇談会の合
同総会を実現し、「国家公務員定員削減からの
実質除外」「将来構想実現に向けたハンセン病
問題基本法の改正」等で要請を実施しました。
　総会では、「国会の力で実質的な定員削減か
らの除外を実現し、入所者が穏やかに過ごせる
療養環境を守ってほしい」「将来構想に地方自

治体などが積極的にかかわれるようハンセン病
問題基本法の改正を」等を訴え、これら諸問題
の解決に向け、超党派の国会議員によるプロ
ジェクトチームの設置が約束されました。
　全医労は、引き続き全療協、統一交渉団とと
もに定員削減阻止（実質除外）、将来構想実現
のための取り組みをすすめていきます。

人手不足の解消急務
能登半島地震被災の国立七尾病院　

ＮＣ支部　合同交渉後

　能登半島地震は最大震度7というこれまで経
験したことのないものだった。地震直後は、家屋
の倒壊や道路の損壊、停電や断水で多くの人が
絶望感と喪失感を感じていた。それでも、職員は
勤務交代や業務調整をし、助け合いながら過ご
してきた。発災から3カ月が経ち、少しずつ環境は
改善されてきているが、生活を維持することに必
死で、心に余裕がない現状である。心身の疲労を

溜めないためにも年休の取得促進を進めたい
が、十分な人員とは言えない。ゆとりある勤務環
境のために、人手不足を解消してほしい。　

 （七尾支部組合員より）

　ＮＣ支部は、23年度賃金のベアを勝ち取り、合
同交渉後（23年11月）後も全支部が支部交渉で
要求前進を図っています。
　がんセンター支部とがん東支部は、2支部合同
で交渉を実施、非常勤時給引上げ（60～100円）
を実現、非常勤の待遇改善を継続して追及。武蔵
支部は、非常勤時給引上げ（10～50円）や駐車
料金引き下げを実現。災害派遣の改善や年休取
得など職場の要求を取り上げて奮闘中。医療セ
ンター支部と国府台支部は合同で交渉を実施
し、賃金改定を前倒しさせて23年度のベアを獲

得、非常勤の時給（10～200円）及び賞与（200
円/月）引上げを実現。成育医療センター支部は、
非常勤の時給（30円）及び賞与（100円/月）の引
上げに加えて、病棟保育士の増員を勝ち取り、昇
格改善や震災派遣手当の新設も実現。長寿医療
センター支部では、看護助手など採用困難職種
について非常勤時給の改定額の上乗せ（+50円）
等を実現。ＮＣ支部は、24春闘で共通重点項目
も設定して支部交渉を強化して奮闘中です。

支部交渉で非常勤の
時給単価など要求前進

スト回避
全国で
宣伝行動
全国で

国会議員懇談会

ハ病国会議員懇談会の合同総会

七尾病院建物内の亀裂 倒壊した家屋＝七尾市内で撮影 ▲中谷元衆院議員（自民）と
四国地方協の皆さん

質問する
田中健衆院議員（国民）

▲

ハンセン病療養所入所者の
療養生活を守るため定員削減に歯止めを

佐賀地区は佐賀駅前で

富山地区は富山病院前で

ＮＣ合同交渉




